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（論文審査の要旨）  
許 俊寧君の博士号請求論文「文化の特色に基づいたデジタルクロスモーダル広告表現の実践」は， 慶應義塾大学
大学院メディアデザイン研究科 稲蔭正彦教授による主指導のもと，主に韓国における広告制作現場をフィールドと
して，広告のターゲットユーザが有する文化的背景からの特徴的な要素の抽出と，この特色を体験として提供する
にあたり複数の感覚の組み合わせに基づきクロスモーダルな表現技法を適用することで共感性の高い広告表現を提
供することを特徴とするデジタルクロスモーダル広告の概念を提唱し，そのデザイン手法を提案し，提案手法に基
づく広告制作の実践を通じてその有用性を検証したものである． 
 
	 第１章においては，広告表現のデジタル化・インタラクティブ化の潮流から，新たな広告表現としてのクロスモ
ダリティの活用の可能性と，文化的な背景を内包するストーリーテリングの重要性を述べ，本論文の目的として，
化の特色に基づいたデジタルクロスモーダル広告表現のデザイン手法を提示し，実践を通じてその有効性を検証す
ることを提示した．第２章ではクリエイティブテクノロジを用いた広告事例の調査，広告表現の類型の整理，クロ
スモーダル感覚の提示技術の研究に関する調査を行い本論文の研究および実践における領域を定義した．第３章に
おいては，文化の特色の抽出，クロスモーダル感覚の設計，デジタル技術の設計といった，本論文の提案する文化
の特色に基づいたデジタルクロスモーダル広告の制作に必要な構成要素について，デザインのフレームワークの提
案を行った．そして第４章，第５章，第６章では提案されたデザインフレームワークを実際の広告制作の現場に展
開し，菓子，レストラン，映画といった異なるコンテンツに対して，文化の特色とクロスモーダル感覚を活用した
広告制作を実践し，その効果をまとめた．第７章では提案されたデザインフレームワークを広告を学ぶ学生を対象
として展開し，学生の作品が広告賞を受賞するなど，提案手法が自らの実践にとどまらず，他の広告制作者による
広告表現においても有用であることを実証した．最後に第８章において一連の研究活動において得られた知見を考
察し，第９章において本論文の結論をまとめた． 
 
	 本論文の審査においては，デザイン研究・テクノロジー研究・および広告業界の現場に身を置くメンバーにより
構成された審査委員より，広告のターゲットユーザの設定からどのようにして文化の特色に基づくストーリーを構
築するか，複数の感覚知覚を組み合わせるクロスモーダルな感覚をどのような機序に基づいて設計するか，文化的
に背景に基づくストーリーと提示されるクロスモーダル感覚をどのようにシームレスに１つの体験として接続する
か，提案するデザインフレームワークはどの程度の普遍性が見込めるか，広告制作の現場においてクライアントの
要求と提案する広告表現とをどのように擦り合わせるか等，幅広い議論が行われ，これらの議論に基づき，論文審
査委員の全会一致により，本論文は博士（メディアデザイン）を授与するにふさわしいものであると認定した． 
 
 
（審査経過） 
1. 2015 年 11 月 12 日	 16：30～18：00	 予備口頭試問審査が協生館 3 階 S01 教室にて開催され審査の結果合格し
た。 
	 予備口頭試問審査委員：稲蔭正彦、南澤孝太、砂原秀樹、 
 
2. 2019 年 1 月 31 日	 19：00～21：00	 博士論文公聴会が日吉キャンパス協生館 3 階 S01 教室にて開催された。
同公聴会終了後、同教室で博士論文審査会が開催され、全会一致で合格を決した。 
なお、公聴会出席者は以下の通りであった。 
	 	 博士論文審査委員	 4 名、審査委員以外の KMD 研究科教員 2 名，学生・一般来場者 5 名 
 
 
